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であるO これには,独立独歩を好むメンバーの性格 と,まとめ役に覆るべ き,
年長の聾者(/C企業家的才腕 と貫録が覆いことが原因であろ うかと愚考 している○
そのよ うを訳で,以下には聾者の知る限 bで,各人が考えているとl:とを列記す
る ○
大村は,一貫 して嘩金屡の軟 Ⅹ線吸収 ･放射 ･散乱の東嶺 を研究 している.
吸収端の異常について,摂動展開を真_fE直にお し進め,名大石川幸志氏の放射
の計算経常 と対比 して, Nozieresたちよb高い次数まで,吸収 ･放射につ
いて対称的を,ー強度分布を得ている｡ また,プラズモン側帯について具体的夜
計算を行妄V',実験 と対比 し得 る強度分布を求めた｡最近は,大学院の石橋勝
と希同で,ラマン散乱帯の強醇分布の計算を実行 している｡
金膏控,バン ド殖反強磁性に力を注いでいる｡甲や bard･モデルを伺い言 常
強磁性秩序が存在す_るときの動的帯磁率の計算を手始めに,伝導の周 題 (電索
抵抗)に攻撃をかけている,J




前者吐,絶縁体の轡 堅 牢おける各 軍起子創成の強度の間宮で卦 る｡ (a)励起
子間の相関の取扱高_方｡ 伺 励蕪子咋伴 う電子分感驚考えるよD,む しろ,電
子分極ポーラロンが作る励起子 として考えること｡ (C)(b)と関連 して,励起
子閣相互作用の再検討｡をプログラムとしている｡サイクロ トロン共鳴の間預
については,二次摂動計算の結果は得 られてい草が,それか ら一歩菟-進んだ
計算を しようとすると,半導体では,金属の場合 よ少もや り難い蘭がある｡ 現
実的な興味の対象はT強磁場での ピェゾポーラロンであるが,半導体での高次
の計算は,一般的にも興味 ある問題では夜いかと思っている｡ (三宅 哲 )
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導する学生 もい貴いので現在のところは,いたってのんぴbしています｡ そ も
そ も私は東大理学部を卒業琴,東大第二工学部,工大,教育大 (光研) ,ピッ
ッバーク大,.教育大 (大塚) ,カーネギ-二大,都立大 と研究場所を変えて,







リーン関数の方法等では,相転移がみ られません｡ そ こで相互作用に異方性の
パラメーターを入れておき,これを変えることによって,連続的咋 /Iiing型
からIUleisent)erg型に移す場合,どこか ら頼転移が消えるかを,数年前に都





ま′した｡ Mermin-Wagner の論文が出たのpもその頃です｡ Sを 1以上に拡張
することは,大 して困難 では孝虹のに,そ れを LをかったばかbにStanley
-Kaplanに先を越されてし季いましたことは甚だ残念でしたoそ こで現在は
二次元系で 耳sing型 ,Heisenberg塾のみ浸らず,ⅩY塾 も含むように一般
化 した場合を,ち.ちろ:AJ任意の■銅こついて計算 していま′す｡ 大体計算は終了 し,
ⅩT型の時 もHei_甲Ienberg･型 と同 じようを特異点がはつ きb出てきま した｡
ⅩT型が よく当てはまる実際の磁性体は余 bあbませんが,近似的に当てはま
るものはあるし,今後膚 っとよりよい実例が見担されることと思います○ しか
し麺論敵 に限って も,Ⅹ二Y型は面白い性質 を.もっていますo
常 二め問題は反強磁性体の magpon-bound-stateですO 強磁性体の











希っています｡ これは連立 した積分方程式 を解かかすれば允ら貴いので非常に
面倒ですが,反強磁性体の lI]agnOn band_の上下の外側に boun且 state
の存在が確認されつつあbますQ
その他 start Lかかっている仕事がい くつかあ りますが,結果の予想をど
をえ らそ うにい うと,大てい失敗するので,それ らにはふれ貴いことにします｡
先に番 きましたように目下研究者は石川君 と2人ですが,毎 日5時頃 tea
breakを50分位 とb,いろいろだべっていますO 話が物理に怒ると,この
breakが 1時間を越 して しま うことが よくあbます｡ 週に2日は都立大や田











子顕微鏡 (JEM150)を顧便 し,真空蒸着法に よる結晶成長の初期段階の
観察を行 なっている｡蒸着装置は普通真空 (10~5- 10T6Torr)用の もの と
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